
二
宮
ふ
み
（
文
・
文
子
・
奇
峰
・
松
隣
）

　
ふ
み
は
、
１
８
２
４
（
文
政
７
）
年
７
月
、
桜
町
陣
屋
（
現

真
岡
市
）
で
父
二
宮
金
次
郎
・
母
な
み
の
長
女
と
し
て
誕
生
し

た
。
当
時
の
「
陣
屋
日
記
」
を
見
る
と
、
金
次
郎
は
、
弥
太
郎・

ふ
み
兄
妹
の
教
育
に
つ
い
て
、
男
女
の
区
分
け
な
く
対
応
し
て

い
る
様
子
で
あ
る
。
父
は
兄
妹
の
成
長
の
過
程
で
、
陣
屋
を
訪

れ
る
者
の
中
か
ら
書
や
絵
の
師
を
見
出
し
て
い
る
。
十
代
前
半

の
ふ
た
り
は
、
若
林
金
吾
（
自
修
・
欽
行
、
不
二
孝
仲
間
）
や

不
退
堂
聖
純
（
京
出
身
の
書
家
）
か
ら
書
物
や
書
の
指
導
を
受

け
始
め
る
。

　

な
お
、
ふ
み
は
、
13
歳
の
時
か
ら
仕
法
で
桜
町
を
訪
れ
た
江

戸
の
画
家
、
大
岡
雲
峰
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
る
（
後
に
師

の
一
字
を
貰
い
「
奇
峰
」
と
号
す
）。
ま
た
、二
十
代
初
め
に
は
、

烏
山
藩
家
老
の
嫡
子
大
久
保
金
吾
（
文
隣
）
か
ら
、
本
格
的
に

書
の
指
導
を
受
け
る
（
一
字
を
貰
い
「
松
隣
」
と
号
す
）。

　

書
画
の
素
養
を
身
に
付
け
た
ふ
み
は
、「
日
光
神
領
仕
法
雛

形
」
の
浄
書
や
、
父
・
兄
の
出
張
時
に
陣
屋
の
様
子
を
記
録
し

た
「
年
中
日
記
出
入
帳
」・「
当
座
金
銀
米
銭
出
入
帳
」
を
綴
る

な
ど
報
徳
仕
法
の
実
施
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
１
８
５
２
（
嘉
永
５
）
年
８
月
、
金
次
郎
の
高
弟
、

中
村
藩
士
富
田
久
助
（
高
慶
）
と
結
婚
す
る
も
、
翌
年
６
月
に

死
産
、
父
が
日
光
神
領
廻
村
中
の
７
月
７
日
に
自
身
も
病
死
。

享
年
30
歳
と
い
う
短
い
一
生
で
あ
っ
た
。

　
ふ
み
は
、幕
末
期
に
、独
自
の
農
村
復
興
事
業
【
報
徳
仕
法
】

を
生
み
出
し
そ
れ
を
実
践
し
た
父
金
次
郎
を
、
身
近
で
支
え
た

有
為
な
女
性
で
あ
っ
た
。
幸
い
、
ふ
み
の
筆
跡
や
絵
が
今
日
ま

で
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
才
能
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。　

金次郎を支えた娘
　　　　　　「ふみ」の生涯

日光市二宮尊徳記念館

二宮ふみの描いた「大黒様」弘化二年「書簡写」の表紙部分
（二宮尊徳関係資料　国立国会図書館寄託）
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左：「竹に雀図」（夕集能争、朝飛遠啄）　右：「月に梅図」　
二宮ふみ（奇峰）画（今市報徳二宮神社蔵　当館寄託）

大
岡
雲
峰
（
成
寛
・
次
兵
衛
）

　

１
７
６
５（
明
和
２
）年
、柳
川
藩（
現
柳
川
市
）

藩
士
牛
田
忠
光
の
子
と
し
て
誕
生
。
後
に
旗
本
大

岡
氏
の
養
子
と
な
り
、
１
７
８
８
（
天
明
８
）
年

に
家
督
相
続
。
江
戸
四
谷
に
住
み
、
高
芙
蓉
・
谷

文
晁
に
師
事
し
、
花
鳥
図
を
得
意
と
す
る
。
南
蘋

派（
長
崎
に
渡
来
し
た
中
国
清
の
沈
南
蘋
の
系
譜
）

の
画
風
に
通
じ
、「
四
谷
南
蘋
」
と
称
さ
れ
る
江

戸
で
著
名
な
画
家
。

　

雲
峰
は
、
１
８
３
６
（
天
保
７
）
年
２
月
に
、

親
族
の
旗
本
斎
藤
鍬
太
知
行
所
（
現
筑
西
市
）
仕

法
の
件
で
桜
町
陣
屋
の
金
次
郎
を
訪
問
。
そ
の

際
、
13
歳
の
ふ
み
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を
始
め
、
絵

筆
の
購
入
や
手
本
の
提
供
な
ど
継
続
的
に
指
導
を

行
う
。
な
お
、
１
８
４
２
年
以
降
、
高
齢
の
雲
峰

に
代
わ
り
弟
子
の
佐
藤
雲
嶽
が
指
導
し
て
い
る
。

ふみの落款

「富士山図」　大岡雲峰画・不退堂聖純賛
（『二宮尊徳関係資料図鑑』から）

　
右
の
絵
は
、
ふ
み
の
習
作
で
、
左
の
大
岡
雲
峰

画
・
不
退
堂
聖
純
賛
の
「
富
士
山
図
」（
天
保
７
年
作
）

を
模
写
し
た
作
品
。

「富士山図」習作　二宮ふみ（奇峰）画 
（今市報徳二宮神社蔵　当館寄託）
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大
久
保
文
隣
（
忠
敬
・
金
吾
）

　

文
隣
は
、
烏
山
藩
（
現
那
須
烏
山
市
）
家
老
大

久
保
治
郎
左
衛
門
の
嗣
子
。
１
８
３
６（
天
保
７
）

年
の
金
次
郎
の
烏
山
藩
支
援
以
来
、
父
子
で
度
々

桜
町
陣
屋
を
訪
れ
、
師
の
教
え
を
受
け
て
い
る
。

　

文
隣
は
書
道
を
よ
く
し
、
ふ
み
に
手
ほ
ど
き
を

す
る
。
特
に
、ふ
み
22
歳
の
１
８
４
５
（
弘
化
２
）

年
３
月
、
文
隣
が
ふ
み
に
書
の
手
本
を
贈
っ
て
以

降
、
文
隣
の
い
る
江
戸
又
は
烏
山
と
ふ
み
の
い
る

桜
町
を
、手
本
・
清
書
・
添
削
が
頻
繁
に
往
復
す
る
。

「
艱
難
、年
々
歳
々
不
可
忘
報
徳
」一

「
報
徳
訓
習
作
」

　

左
の
資
料
⑥
は
、
ふ
み
の
習
作
を
、
師
の
文
隣
が

添
削
（
薄
墨
）
し
て
い
る
も
の
。
題
材
は
、「
報
徳
訓
」

１
０
８
文
字
の
最
後
段
11
文
字
。

　

中
央
ふ
は
、
ふ
み
か
ら
師
へ
の
依
頼
文
で
、
せ
わ

し
く
書
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
手
直
し
を
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。
ま
た
、
左
右
の
大
は
、
ふ
み
の

作
品
に
対
す
る
文
隣
の
所
感
を
、
厳
し
い
中
に
も
温

か
み
の
あ
る
眼
差
し
で
述
べ
て
い
る
。

　

な
お
、
下
段
の
５
点
は
「
報
徳
訓
」
全
体
の
習
作

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                             

大
此
通
り
ニ
而
随
分
よ
ろ
し
く
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
此
書
右
之
振
合
ニ
認
め
候
而
在
、
如
何
御
座
候
哉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
覧
ニ
入
候
ま
ま
御
面
と
う
様
な
か
ら
何
分
何
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
直
し
被
下
候
様
願
上
候
、
世
話
世
話
敷
認
大
不
出
来
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
免
被
下
申
候

　
　
　

大
御
筆
意
者
、
甚
六
ヶ
敷
餘
り

　
　
　
　
投
や
り
の
御
筆
当
り
と
、
相
見
へ
申
候　

「報徳訓習作」二宮ふみ書
（今市報徳二宮神社蔵 当館寄託）

ふみの書画の先生

①②③④⑤

⑥

レ

レ

一

二
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（前略）　当十三日
御神領を初め、御料・主（私）領見込みの通り、手広く取行き候様仰せられ蒙り候趣、誠に以って此上も
無き有り難き次第、何程か何程か、年来の御苦心御安し遊ばせられ候御事、限り無く有り難く存じ上げ候　
右御歓び申上げ奉りたく、早々　御めで度く　かしく　
　二月二四日　　　　　　　　　　　　　　　　文
　御父上様

「竹に雀図」（雀暮集啼）「月に鶉図」「蓮に鷺図」

「柳に蝙蝠図」

二宮ふみ画（今市報徳二宮神社蔵　当館寄託）
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ふ
み
書
簡
（
個
人
蔵
）

　

１
８
５
３
（
嘉
永
６
）
年
２
月
24
日
付
け
の
書
簡

で
、
嫁
ぎ
先
の
奥
州
中
村
に
い
る
妊
娠
中
の
娘
ふ
み

か
ら
、
江
戸
に
い
る
父
金
次
郎
に
宛
て
た
も
の
。
父

が
、
同
月
13
日
に
幕
府
か
ら
念
願
の
「
日
光
神
領
復

興
仕
法
」
を
拝
命
し
た
こ
と
に
対
す
る
、
娘
の
素
直

な
喜
び
の
気
持
ち
を
手
紙
で
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
追
伸
で
、（
実
際
に
は
体
調
不
良
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
最
近
食
事
も
す
す
み
、
胎
児

も
動
く
よ
う
に
な
り
、
近
い
う
ち
に
出
産
に
備
え
中

村
か
ら
真
岡
東
郷
に
里
帰
り
す
る
こ
と
を
伝
え
、
父

を
安
心
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
書
き
添
え
ら

れ
て
い
る
。

　

や
や
円
み
を
お
び
た
流
暢
な
字
体
に
、
濃
淡
を
つ

け
た
文
字
は
、
見
応
え
が
あ
る
。

（中略）　　　　　　　
いつれ両三日の内に出立し、何にも御目通りの上、まんまん
御歓御寿き申し上げ奉るべく候　以上　　　

父への最後の手紙

ふみの書画

「梅図」

「燕子花図」「菊図」「蓮に鷺図」

「葦に鴨図」

「菊図」「菊図」
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「
人
数
出
入
日
記
帳
」「
当
座
金
銀
米
銭
出
入
帳
」
に
つ
い
て

　

桜
町
領
報
徳
仕
法
の
成
果
が
上
が
り
評
判
に
な
る
と
、
金
次
郎
は
、
各
地
へ
の
対
応
で
長

期
の
出
張
が
多
く
な
る
。
そ
の
間
、
陣
屋
内
の
状
況
を
父
に
伝
え
る
べ
く
、
弥
太
郎
・
ふ
み

兄
妹
が
記
録
を
残
す
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
、
１
８
３
８
（
天
保
９
）
年
以
降
、
来
訪
者
を

記
録
し
た
「
年
中
日
記
出
入
帳
」（
後
に
「
人
数
出
入
日
記
帳
」
と
な
る
）
と
、
陣
屋
の
金

銭
出
納
簿
「
当
座
金
銀
米
銭
出
入
帳
」
で
あ
る
。

　

１
８
４
２
（
天
保
13
）
年
ま
で
の
記
録
は
、
弥
太
郎
が
主
体
的
に
記
載
し
、
一
部
を
ふ
み

が
手
が
け
て
い
る
。
し
か
し
、
１
８
４
４
年
４
月
、
幕
府
か
ら
「
日
光
御
神
領
仕
法
雛
形
」

の
作
成
を
命
じ
ら
れ
た
金
次
郎
は
、
弥
太
郎
や
門
弟
た
ち
を
伴
い
、
江
戸
で
雛
形
作
成
に
取

り
掛
か
る
。
そ
の
た
め
、
桜
町
陣
屋
の
留
守
は
、
母
な
み
と
ふ
み
が
守
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

前
年
の
１
８
４
３
年
以
降
、弥
太
郎
が
江
戸
か
ら
東
郷
陣
屋
に
戻
る
１
８
５
０
（
嘉
永
３
）

年
１
月
ま
で
の
７
年
間
、「
人
数
出
入
日
記
帳
」
と
「
当
座
金
銀
米
銭
出
入
帳
」
は
ふ
み
が

単
独
で
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
間
に
桜
町
の
ふ
み
と
江
戸
の
弥
太
郎
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
報
告
と
両
親
の
様
子
を
百
通
近
い
書
簡
で
交
信
し
て
い
る
。

　

ふ
み
の
文
字
は
、
漢
字
が
多
く
、
一
ツ
書
き
で
、
文
体
も
男
性
的
。
つ
ま
り
、
漢
文
調
の

文
章
を
駆
使
で
き
る
女
性
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

表
紙
に
は
、
書
の
師 

大
久
保
文
隣
の
一
字
を
と
っ
た
「
松
鄰
（
隣
）」
の
署
名
が

あ
る
。
当
時
、
ふ
み
は
東
郷
陣
屋
に
在
住
（
前
年
９
月
に
桜
町
か
ら
移
転
）。

12 月晦日の条 2 月 21 日の条
・ 

父
上
様
（
金
次
郎
）
が
政
吉
（
後
の
福
住
正
兄
）
を
連
れ
て
桜
町
に
調
査
に
出
向
き
、

  

夜
帰
宅
す
る
。

・
富
田
御
氏
（
富
田
久
助
）
が
同
藩
（
中
村
藩
）
の
伊
藤
（
東
）
発
身
を
伴
っ
て
夕
暮

  

６
時
前
に
東
郷
陣
屋
に
到
着
。
伊
藤
氏
は
趣
法
（
仕
法
）
向
き
修
行
を
志
願
し
て
来

  

た
の
で
、
長
く
宿
泊
す
る
積
り
。

・
御
両
親
様
、
富
田
久
助
様
、
伊
藤
発
身
様
、
齋
藤
久
女
之
助
（
高
行
）
様
、
吉
良
八

  

郎
様
と
下
女
下
男
が
一
同
に
打
揃
い
迎
春
。

・
歳
暮
滞
り
な
く
相
済
み
、穏
や
か
な
る
除
夜
、目
出
度
く
筆
を
止
む
、と
結
ん
で
い
る
。

二宮ふみ（松鄰）筆　嘉永二年「人数出入日記帳」
右上：表紙　右下：2 月 21 ～ 22 日　
左下：12 月晦日の部分

（二宮尊徳関係資料　国立国会図書館寄託）
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陣屋を守るふみの活躍

　

上
に
掲
げ
た
資
料
は
、
東
郷
陣
屋
の
日
常
的
な
金
銭
出
納
帳
の

一
部
分
で
あ
る
。
表
紙
以
外
は
ふ
み
の
筆
で
あ
る
。

　

左
上
段
①
は
、
金
銭
の
出
納
で
は
あ
る
が
、
短
い
な
が
ら
門
弟

ら
の
活
動
や
村
民
へ
の
給
付
状
況
を
具
体
的
に
記
載
し
て
い
る
。

　

左
中
段
②
は
、
報
徳
仕
法
で
重
要
な
役
割
を
担
う
農
具
の
管
理

と
、
そ
の
代
金
の
支
払
い
記
録
で
あ
る
。
な
お
、
ふ
み
は
報
徳
無

利
息
金
や
年
貢
米
な
ど
の
管
理
も
行
っ
て
お
り
、
確
か
な
計
算
能

力
も
備
え
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

　

左
下
段
③
は
、
弥
太
郎
が
江
戸
か
ら
７
年
ぶ
り
に
東
郷
陣
屋
に

戻
っ
た
際
の
金
銭
精
算
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
再
び
陣
屋

記
録
は
弥
太
郎
が
引
き
継
い
で
記
載
す
る
。

①
同
（
正
月
14
日
）　
銭
６
百
文

　
富
田
久
助
と
吉
良
八
郎
が
青
木
村
（
現
桜
川
市
）
に
出
張
し
た
が
、

深
夜
に
及
ん
だ
た
め
宿
泊
し
た
旅
籠
代

　
正
月
26
日　
金
３
両

　
富
田
久
助
が
、
相
馬
中
村
藩
趣
（
仕
）
法
の
た
め
、
在
所
（
中
村
）

に
行
く
た
め
の
路
賃

　
同　
金
１
分
２
朱

　
東
沼
村
の
清
右
衛
門
後
家
（
困
窮
者
）
に
屋
根
替
手
間
代
を
下
付　
　

②
正
月
27
日

　
結
城
の
鍛
冶
屋
に
作
ら
せ
た
三
本
鍬
（
新
品
）
30
丁
と
三
本
鍬
（
修

理
）
12
丁
の
代
金
７
両
２
朱
・
銭
２
０
３
文
の
代
金
引
渡
し
の
経
過

と
内
訳

③
正
月
28
日　
金
５
両
２
朱
・
銭
４
５
５
文

　

御
兄
様
（
弥
太
郎
）
が
江
戸
西
久
保
の
宇
津
家
屋
敷
に
７
年
間
逗

留
し
、
17
日
に
東
郷
陣
屋
に
戻
っ
た
際
、
持
参
し
て
い
た
金
銭
を
受

け
取
っ
た
。
詳
細
は
、
江
戸
の
諸
払
帳
に
記
し
て
あ
る　

嘉永三年「当座金銀米銭出入帳」（部分）
（二宮尊徳関係資料 国立国会図書館寄託）

①

②

③
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不
退
堂
聖
純
（
倉
田
耕
之
進
）

　

１
７
９
４
（
寛
政
６
）
年
に
公
卿
小
倉
家
に
生

ま
れ
、
幼
時
に
京
都
の
岩
屋
山
志
明
院
に
入
る
。

20
代
末
に
は
書
家
と
な
り
、
不
二
孝
の
小
谷
三
志

（
金
次
郎
の
報
徳
思
想
確
立
に
影
響
を
与
え
た
人

物
）
も
書
の
指
南
を
受
け
て
い
る
。

　

１
８
３
４
（
天
保
５
）
４
月
か
ら
12
月
ま
で
桜

町
陣
屋
に
滞
在
し
、
金
次
郎
の
主
著
『
三
才
報
徳

金
毛
録
』（
報
徳
思
想
の
原
典
と
い
わ
れ
る
）
の

浄
書
を
ま
か
さ
れ
る
。
そ
の
後
１
８
３
９
（
天
保

10
）
年
ま
で
、
桜
町
・
烏
山
・
小
田
原
等
に
断
続

的
に
滞
留
し
、
弥
太
郎
と
ふ
み
に
書
物
や
書
の
指

導
を
し
て
い
る
。
金
次
郎
の
教
訓
や
道
歌
を
揮
毫

し
「
報
徳
の
道
」
の
普
及
に
貢
献
す
る
。

『三才報徳金毛録』
（国立国会図書館寄託）

不退堂の落款等
冠帽印

右：「報徳訓」（部分）　
左 2 点：「諭幼童之歌十二首」（部分）

『三才報徳金毛録』（国立国会図書館寄託）より

『
三
才
報
徳
金
毛
録
』

三
才
と
は
天
・
地
・
人
で
宇
宙
間
の
万
物
を
示
し
、

金
毛
と
は
貴
重
な
も
の
を
意
味
す
る
。金
次
郎
は
、

天
道
と
人
道
の
発
生
す
る
過
程
を
進
化
論
的
に
説

明
し
、
万
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
徳
が
あ
り
、
人
は

そ
の
諸
徳
と
調
和
し
な
が
ら
生
き
る
べ
き
で
あ

る
、
と
説
く
。
そ
の
こ
と
を
「
一
円
」
観
に
基
づ

い
た
円
図
で
示
し
、
そ
こ
に
「
勤
労
・
分
度
･
推

譲
」
と
い
う
実
践
の
考
え
方
を
交
え
て
「
報
徳
の

道
」
を
説
い
て
い
る
。
後
段
で
は
、「
報
徳
の
道
」

を
わ
か
り
や
す
く
説
く
た
め
の
「
報
徳
訓
」
や
、

道
歌
に
託
し
た
「
諭
幼
童
之
歌
十
二
首
」
を
収
め

て
い
る
。
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不
忠　
遊
楽
分
外
に
進
み
、
勤
苦
分
内
に
退
け
ば
、
不
忠
そ
の
中
に
在
り

至
忠　
遊
楽
分
内
に
退
き
、
勤
苦
分
外
に
進
め
ば
、
至
忠
そ
の
中
に
在
り

（
参
考
）「
貧
富
訓
」

貧　
遊
楽
分
外
に
進
み
、
勤
苦
分
内
に
退
け
ば
、
則
ち
貧
賤
そ
の
中
に
在
り

富　
遊
楽
分
内
に
退
き
、
勤
苦
分
外
に
進
め
ば
、
則
ち
富
貴
そ
の
中
に
在
り

不退堂による「報徳の道」普及

不
孝　
遊
楽
分
外
に
進
み
、
勤
苦
分
内
に
退
け
ば
、
不
孝
そ
の
中
に
在
り

至
孝　
遊
楽
分
内
に
退
き
、
勤
苦
分
外
に
進
め
ば
、
至
孝
そ
の
中
に
在
り

　

上
段
の
「
不
忠
訓
」・「
至
忠
訓
」
と
下
段
の
「
不
孝
訓
」・「
至

孝
訓
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
五
文
字
の
漢
文
体
の
教
訓
。
こ
の
教

訓
は
、
金
次
郎
の
「
報
徳
訓
」
と
同
様
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る

「
貧
富
訓
」に
表
現
が
類
似
し
て
い
る
。「
貧
富
訓
」の
う
ち
、「
貧

賤
」「
富
貴
」
の
部
分
が
「
不
忠
」・「
至
忠
」
と
「
不
孝
」「
至
孝
」

に
置
き
換
え
ら
れ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
「
分
」
と
は

「
分
度
」
を
意
味
す
る
。

　

内
容
は
、
遊
び
楽
し
む
こ
と
が
自
分
の
分
度
を
越
え
て
し
ま
い
、
勤
労
の

苦
し
み
に
よ
り
得
ら
れ
る
も
の
が
分
度
に
足
り
な
け
れ
ば
、
自
然
と
貧
乏
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
反
対
に
遊
楽
を
分
度
内
で
お
さ
え
、
勤
労
に
よ
り
得

れ
れ
る
も
の
が
分
度
よ
り
多
け
れ
ば
自
然
と
富
貴
と
な
る
。
つ
ま
り
、
富
貴

と
な
る
た
め
に
は
、
自
分
の
分
度
を
知
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
生
活
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

不退堂聖純書（今市報徳二宮神社蔵　当館寄託）

不退堂聖純書（今市報徳二宮神社蔵　当館寄託）
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「尊徳教訓　可恐・可謹」　不退堂聖純書（今市報徳二宮神社蔵　当館寄託）

　

漢
文
体
の
対
句
で
表
し
た
上
段
の
４
点
は
６
行
１
２
６
文
字
で
、
下
段
の
４
点
は
７
行
98
文
字
で
「
可
恐
」・「
可
勤
」
を
表
現
し
た
教
訓
書
で
あ
る
。

「
可
恐
」
… 

財
を
受
け
て
、
そ
の
身
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
年
々
月
々
日
々
時
々
刻
々
と
、
分
内
の
徳
が
減
ず
る
。
恐
る
べ
し
。

「
可
勤
」
… 
身
を
苦
し
め
て
、
財
を
人
に
施
せ
ば
、
年
々
月
々
日
々
時
々
刻
々
と
、
徳
が
分
外
に
増
す
。
勤
む
べ
し
。

「尊徳教訓　可恐・可謹」　不退堂聖純書（今市報徳二宮神社蔵　当館寄託）
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左
足
進
め
ば
、
す
な
わ
ち
右
足
止
ま
る

右
足
進
め
ば
、
す
な
わ
ち
左
足
止
ま
る

何
事
も
お
の
が
歩
に
似
た
り
け
り
、
左
り
す
す
め
ば
、
右
り
と
ど
ま
る

　

左
足
・
右
足
と
交
互
に
動
か
し
て
歩
く
よ
う
に
、
一
歩
、
一
歩
、
大
地
を

踏
み
し
め
て
歩
み
、着
実
な
生
き
方
を
す
る
べ
き
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
。

「尊徳道歌」　不退堂聖純書
（今市報徳二宮神社蔵　当館寄託）
　金次郎は、報徳の思想を人々に啓発するために、「報徳
の道」をわかりやすく説いた「道歌」や「教訓」を多数創っ
ている。本資料は、その普及手段として、金次郎が 1834（天
保５）年頃から書家不退堂聖純にその「道歌」を揮毫させ、
報徳思想の普及に活用した。

不退堂の書

「龍」　不退堂聖純書（当館蔵）
　この「龍」は、一文字の長さが１m を超す作品で、大文字
を得意とする不退堂聖純の秀作の一つである。
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年
齢

年
齢

4
月
、
金
次
郎
（
34
歳
）・
な
み
（
16
歳
）
相
模
国
足
柄
上
郡
栢
山
村
で
結
婚

8
月
、
小
田
原
藩
主
大
久
保
忠
真
の
命
で
、
分
家
宇
津
家
の
知
行
所
下
野
国
芳

賀
郡
桜
町
領
の
現
況
調
査
を
開
始　

9
月
25
日　

兄
弥
太
郎
（
実
名
＝
尊
行
）
栢
山
村
で
誕
生

3
月
12
日
、
金
次
郎
、
田
畑
・
家
屋
敷
・
家
財
を
売
却　

翌
日
な
み
・
弥
太
郎

と
栢
山
村
を
出
発
し
、
3
月
28
日
、
桜
町
に
到
着

７
月
17
日
、
長
女
ふ
み
（
文
・
文
子
・
奇
峰
・
松
隣
）
桜
町
陣
屋
で
誕
生

こ
の
頃
、
金
次
郎
は
、「
不
二
孝
」
の
小
谷
三
志
ら
と
盛
ん
に
交
流

正
月
、
金
次
郎
、
桜
町
を
出
奔
し
成
田
山
に
参
籠
後
、「
一
円
観
」
に
至
る

4
月
8
日
、
桜
町
陣
屋
に
帰
る
、
以
降
、
桜
町
仕
法
順
調
に
進
む

正
月
～
3
月
、
妻
な
み
（
26
）
は
弥
太
郎
・
ふ
み
を
同
伴
し
、
墓
参
帰
郷　

8
月
～
12
月
、
な
み
江
戸
で
病
気
療
養
、
弥
太
郎
・
ふ
み
も
同
伴

こ
の
頃
か
ら
５
年
間
、
若
林
金
吾
（
自
修
・
欽
行
）
が
桜
町
陣
屋
に
逗
留
し
、
村

の
子
供
達
に
手
習
い
を
教
え
る

4
月
27
日
、
不
退
堂
聖
純
（
41
）
が
桜
町
陣
屋
に
来
る
、
12
月
ま
で
滞
在

9
月
、
不
退
堂
が
、
弥
太
郎
（
14
）
に
書
道
手
本
「
入
木
道
點
畫
秘
巻
」
贈
る

秋
、
金
次
郎
（
48
）、
不
退
堂
浄
書
の
『
三
才
報
徳
金
毛
録
』
を
著
す

不
退
堂
、
こ
の
頃
か
ら
金
次
郎
の
教
訓
や
道
歌
を
揮
毫
し
、「
報
徳
の
道
」
普

及
に
貢
献

2
月
、
大
岡
雲
峰
（
72
）
が
、
親
族
の
旗
本
斎
藤
鍬
太
知
行
所
真
壁
郡
仕
法
で

桜
町
を
訪
問
。
ふ
み
（
奇
峰
）、
こ
の
頃
か
ら
雲
峰
に
絵
の
指
導
を
受
け
る　

9
月
、
金
次
郎
、
烏
山
藩
に
救
急
援
助
を
行
い
、
翌
年
、
烏
山
藩
仕
法
に
着
手

桜
町
領
仕
法
（
通
算
15
年
）
終
了
後
も
、
金
次
郎
一
家
は
、
桜
町
に
継
続
居
住

不
退
堂
が
、
弥
太
郎
に
書
体
手
本
「
六
体
帖
」・「
行
書
帖
」（
折
本
）
を
贈
る

2
月
7
日
、
小
田
原
藩
、
金
次
郎
（
51
）
に
仕
法
実
施
を
発
令

2
月
～
4
月
、
弥
太
郎
（
17
）、
小
田
原
に
逗
留
し
、
不
退
堂
に
書
を
習
う

不
退
堂
、
9
月
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
烏
山
藩
に
滞
在

こ
の
年
か
ら
父
・
兄
の
不
在
時
、
ふ
み
が
「
年
中
日
記
出
入
帳
」
等
を
記
述

6
月
1
日
、
中
村
藩
士
富
田
久
助
（
27
歳
、
高
慶
）
が
桜
町
陣
屋
を
訪
れ
、
9

月
末
頃
、
金
次
郎
か
ら
入
門
を
許
可
さ
れ
る

年
末
、
旗
本
斎
藤
鍬
太
家
の
仕
法
打
ち
切
る　

そ
の
後
、
雲
峰
も
桜
町
に
来
ず

10
月
2
日
、
金
次
郎
（
56
）
老
中
水
野
忠
邦
に
よ
り
、
幕
府
に
登
用
さ
れ
る

秋
、
雲
峰
の
弟
子
佐
藤
雲
嶽
が
桜
町
陣
屋
を
訪
問
し
て
い
る

12
月
、
烏
山
藩
が
菅
谷
八
郎
右
衛
門
の
復
職
を
認
め
仕
法
を
再
開
。
こ
の
頃
か

ら
、
家
老
大
久
保
忠
勤
嫡
子
金
吾
（
忠
敬
・
文
隣
）
も
桜
町
陣
屋
に
出
入
す
る

こ
の
年
、
不
退
堂
は
、
仙
台
支
藩
片
倉
家
の
白
石
藩
に
召
抱
え
ら
れ
る

4
月
5
日
、
金
次
郎
、
日
光
神
領
仕
法
雛
形
の
作
成
を
受
命
（
江
戸
に
て
着
手
、

金
次
郎
は
、
翌
年
か
ら
桜
町
の
ふ
み
に
も
浄
書
を
依
頼
す
る
）

3
月
、
大
久
保
文
隣
が
桜
町
陣
屋
を
訪
れ
、
ふ
み
に
書
の
指
導
を
行
な
う　

以
降
、
桜
町
と
江
戸
又
は
烏
山
の
間
を
、
文
隣
手
本
と
ふ
み
清
書
が
往
復
す
る

夏
、
文
隣
は
、
ふ
み
の
求
め
に
応
じ
、
金
次
郎
道
歌
の
手
本
を
贈
る

12
月
、
中
村
藩
（
陸
奥
国
宇
多
郡
坪
田
村
・
成
田
村
）
復
興
仕
法
に
着
手

こ
の
年
、
江
戸
の
兄
弥
太
郎
と
妹
ふ
み
の
書
簡
の
往
復
多
く
な
る

春
、
ふ
み
（
松
隣
）、「
尊
徳
道
歌
集
書
抜
三
十
六
首
」
を
浄
書
す
る

6
月
28
日
、「
日
光
御
神
領
仕
法
雛
形
」
を
完
成
さ
せ
、
勘
定
所
に
提
出

12
月
、
文
隣
が
、
ふ
み
に
「
千
字
文
」（
折
本
）
等
の
書
道
手
本
を
贈
る

5
月
、
金
次
郎
（
61
）
真
岡
代
官
手
附
下
命
、
東
郷
に
着
任
（
神
宮
寺
仮
住
）

7
月
、
金
次
郎
、
東
郷
陣
屋
に
移
る

9
月
17
日
、
家
族
も
桜
町
陣
屋
か
ら
東
郷
陣
屋
に
引
越
す

こ
の
年
の
「
人
数
出
入
日
記
帳
」
は
、
ふ
み
最
後
の
手
跡
と
な
る

１
月
17
日
、
弥
太
郎
が
江
戸
か
ら
東
郷
に
戻
る

富
田
高
慶
の
著
書
『
報
徳
論
』
成
稿　

4
月
～
7
月
、
ふ
み
、
真
岡
代
官
山
内
氏
家
内
の
帰
府
に
伴
い
、
江
戸
に
滞
在

4
月
29
日
、
弥
太
郎
（
32
）、
鉸
（
17
、
鉸
子
）
と
結
婚

8
月
28
日
、
ふ
み
、
富
田
高
慶
（
39
）
と
相
馬
中
村
で
結
婚

2
月
13
日
、
金
次
郎
（
67
）
に
幕
府
か
ら
日
光
神
領
復
興
仕
法
の
下
命
あ
り

6
月
5
日
、
ふ
み
、
懐
妊
す
る
が
、
郷
里
東
郷
で
死
産
と
な
る

7
月
2
日
、
金
次
郎
ら
、
日
光
神
領
の
第
一
回
廻
村
を
開
始
（
～
7
月
28
日
）

7
月
7
日
、
廻
村
中
、
ふ
み
病
死
（
享
年
30
歳
）
桜
町
蓮
城
院
に
葬
る

8
月
9
日
、
日
光
神
領
の
第
二
回
廻
村
を
開
始
（
～
8
月
17
日
）

10
月
18
日
、
金
次
郎
、
一
月
病
臥
の
後
、
日
光
を
出
立
し
、
東
郷
に
帰
着

4
月
、
今
市
報
徳
役
所
完
成
し
、
金
次
郎
一
家
と
門
弟
ら
東
郷
か
ら
引
越
す

10
月
20
日
午
前
十
時
頃
、
金
次
郎
、
今
市
報
徳
役
所
で
死
亡
（
享
年
70
歳
）

富
田
高
慶
が
『
報
徳
記
』
を
著
す
（
翌
年
推
敲
し
て
八
巻
と
す
る
）

戊
辰
の
年
正
月
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
、
4
月
以
降
、
戦
火
が
日
光
周
辺
に
も
及
ぶ

4
月
下
旬
、弥
太
郎
家
族
・
門
弟
家
族
ら
相
馬
中
村
藩
へ
避
難（
仕
法
書
類
と
も
）

6
月
6
日
、
弥
太
郎
が
中
村
藩
に
移
り
、
日
光
神
領
仕
法
打
ち
切
り　
　
　
　

7
月
1
日
、
母
な
み
（
波
子
・
歌
・
歌
子
）
死
去
（
享
年
67
歳
）

12
月
1
日
、
兄
弥
太
郎
死
去
（
享
年
51
歳
）

富
田
高
慶
が
相
馬
中
之
郷
石
神
村
の
二
宮
家
の
隣
に
住
み
、
二
宮
尊
親
を
後
見

正
月
５
日
、
富
田
高
慶
死
去
（
享
年
77
歳
）
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